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１、 授業の経過 

まず広域の環境計測と波長の性質についての解説から始めた。このとき使用した

のは仙台近郊のＴＭ画像（図１）で光の三原色ＲＧＢの内、Ｒにバンド３、Ｇバ

ンド４、Ｂにバンド２を割りつけたものである。 
 

図１ 

 
バンド４は近赤外の波長であり葉緑素に強く反応するので仙台市近郊の森や山な

どが強く反応している。 
次に各バンドの輝度値を調べた。同じ場所でもバンドによって輝度値は全然違い

例えば、森林はバンド１では０～７０、バンド４では１５０～２００、バンド５

では３０～８０である。この性質を利用すれば、土地利用区分図を作成すること

ができる。これを踏まえて屋外で分光反射形を使って地表物の反射率を計測した。 
場所：中山のうどう公園  天気曇り気温２０度 
観測結果（図２） 
 

図２ 
 



 
 
次にＴＭ画像を見て、現地観測と同様の作業をする。土地利用度ごとにバンド１

からバンド６までの輝度値を調べた。 
結果は次の（図３）である。 
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図２、図３の結果を比べてみるとあまり相違は無く、緑地帯では近赤外の値が大

きくなっている。また都市部は赤の波長帯で大きくなっていた。こうした対象物

質の性格を見てやれば、衛星画像から対象物を区分した地図を作成することがで

きる。このときバイナリーツリー法を用いて行う。バイナリーツリー法とはある

バンドにおける任意の輝度値より大きくなるか小さくなるかで場合分けしていく

方法である。今回得られたツリーは（図４）のとうりである。 
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これに従って区分した図が以下の通り．（図５） 
 



 
次に教師つき判別と教師なし判別について学んだ。前者は現地に行って状態を把

握してから行うもので、後者はヒストグラフから特徴をつかんで判別するもので

ある。また植生指標についても学んだ。バイナリーツリー法を用いて大部分を占

める緑地帯を抜き出した。（図６） 
 

 
問題点としては、田と森林の区別がうまくいってないことで、ほかの波長を使う

必要がある。 
以上の結果から物理量を調べるには「定性的」「定量的」があり、工学的には定量

性が求められる。ここまでが今までの作業工程である。 
２．積雪の具体的な推定法 
積雪量の具体的な測定方法についいてまとめた。 
１、 まず、バイナリーツリー法を用いて水辺と陸地を分類する。今回は最も分類

しやすい band４を用いて輝度地が５０以下のものを水、以上のものを陸地と
いうことにした。 



大規模の情報は気象衛星データーから得られるが、この場合は雲の除去が問題で

熱赤外データー雲と雪面の温度差を利用する。雪面による光の散乱は低周波マイ

クロ波のほうが小さいので、射出りつは低周波のほうが、高周波よりも大きい。

これらの理由で多周波マイクロ波放射系の低周波チャンネルの測定輝度温度は高

周波チャンネルのそれよりも高い。例えば２２ＧＨz及び３１ＧＨｚチャネルの測
定輝度地をＴ22、Ｔ31とすると次式で定義される温度差が積雪の深さをあらわす
次数として使える。 

 
（式１）⊿Ｔ＝（Ｔ22 － Ｔ31）／９．１６５ 
 
データー解析の結果では、積雪域の境界の⊿Ｔは０・４～０．６でそれ以上

が完全な積雪域である。 
 
３ 感想・考察 

今までの考えとは違い衛星画像はいろいろな波長のバンドをつかって作られてい

るというのは驚いた。実際に自分でバイナリーツリー法を用いて土地利用区分を

定めたが、田園と山地や森林などや市街地とビルなどの細かい区別がうまくいか

なかった。温度情報を示すバンドだけの分類では少し無理があるのかと感じた。 


